
 

 

「常陸大黒」に発生したベニバナインゲン綿腐病 

［要約］ベニバナインゲン「常陸大黒」に新たに発生した立枯性の土壌病害は、

Pythium aphanidermatum（ピシウム・アファニデルマータム）によるベニバナインゲ

ン綿腐病（新称）である。 
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１．背景・ねらい 

ベニバナインゲンの土壌病害は未記載のものが多く、整理されていない。防除法を確

立するためには、発生病害を明らかにする必要がある。平成 18 年 8 月に茨城県常陸大宮

市及び久慈郡大子町のベニバナインゲン栽培圃場で、原因不明の多くの枯死株が発生した。

そこで、発生した土壌病害を明らかにし、防除対策の基礎とする。 

 

２．成果の内容・特徴 

１）平成 18 年 8 月に常陸大宮市八田及び久慈郡大子町頃藤のベニバナインゲン栽培圃場

で発生した土壌病害は、株の地際部が薄茶色～暗緑色の水浸状の病斑を生じ、病斑の

表面には白色綿毛状の菌叢を形成する。病斑部は乾燥すると褐変するが、病徴は徐々

に地上部に進展し、株全体が枯れ上がる（図１、２）。罹病組織内には卵胞子と膨潤

な糸状の遊走子のうが観察され、Pythium（ピシウム）属菌が分離される（図２）。 

２）分離菌の培養菌叢を接種した土壌にベニバナインゲンを播種し、人工気象室内（気温

25～30℃）でビニール被覆し加湿条件で栽培すると、10～12 日後に病徴が再現され、

接種菌と同一のものが再分離される。（再分離率 100%；データ省略） 

３）分離菌の形態的特徴、生育温度特性、rDNA 塩基配列（データ省略）は、Pythium 

aphanidermatum（ピシウム・アファニデルマータム）の記載とほぼ一致し（表１）、

発生した土壌病害はベニバナインゲン綿腐病（新称）である。 

４）本病は水田転換畑及び普通畑の排水不良な圃場で発生する。平成 18 年の被害は、常

陸大宮市と大子町の合計で発生圃場数が 2、発生面積は 8a であったが、平成 19 年は発

生圃場数 31、発生面積 84.5a となり、本病の発生域は増加傾向にある（表２）。 

 

３．成果の活用面・留意点 

１）P. aphanidermatum は好高温性の菌であり、標高が低く栽培期間中の気温が高

くなる圃場では綿腐病の発生が多くなる。 

２）排水不良な圃場では本病の発生が懸念されるため、高畦栽培を行う。ただし、

綿腐病の防除技術は確立されておらず、一度発病した圃場では被害が甚大となる

可能性が高いため、ベニバナインゲンの連作を避ける。 

３）綿腐病は、病斑部に綿状の菌叢が発達し、病徴が地際部に留まらず地上部に徐

々に進展する。この点で、P. myriotylum（ピシウム・ミリオタイラム）による

茎根腐病と区別することができる。 

 



 

 

４．具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 被害圃場             図２ 病徴と罹病組織内の菌の形態 

 

表１ 分離菌の形態及び培養性状 

*：van der Plaats-Niterink AJ. (1981) Monograph of the genus Pythium. Stud. Mycol. 21:1-242. 

 

 

表２ 綿腐病被害状況（平成 18～19 年） 

 常陸大宮市  大子町 

 
発生圃場数 
／全圃場数 

発生圃場面積 
／全圃場面積 

 発生圃場数 
／全圃場数 

発生圃場面積 
／全圃場面積 

平成 18 年 1／ 7  5a／20a   1／24    3a／54.5a 

平成 19 年 12／16 40a／63a  19／29 44.5a／73.5a 

 

 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

拮抗微生物を核とした特産マメ類立枯性病害防除システムの開発 

平成 16～18 年度・病虫研究室 

蔵卵器 卵胞子 
菌 株 名 

形状 
形成 
様式 

大きさ(μm) 
（平均） 

蔵精器 
の形状 

遊走子のう 
の形状 形状 

大きさ(μm) 
（平均） 

培養による 
生育温度（℃） 
（最適温度） 

大子町頃藤 

分離株 

（OPU782） 

球形 頂生 
18.3～25.0 

（21.7） 

異菌糸性 
または 

同菌糸性 
膨状 

球形 

非充満 

16.5～23.0 

（19.8） 

10～40 

（37） 

Pythium  

aphanidermatum

* 

球形 頂生 
20～25 

（21.7） 

異菌糸性 
または 

同菌糸性 
膨状 

球形 

非充満 

18～22 

（20.2） 

10～40 

（35～40） 

白白色色綿綿状状のの菌菌叢叢  

卵卵胞胞子子   遊遊走走子子ののうう   


